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1 .研究の背景・践的

本研究は、わが国の森林分野で fレクリェーション(以下レクと表記)Jが、どのように

位援づけられてきたのかを明らかにする目的の一環として行われた。

わが国は、国土の約 3分の 2が森林に覆われる閣であるため、レク活動の場として森林

は重姿な役割を果たしてきた。わが国の森林レクに関する研究や擁策を振り返ると、明治

期に近代的:森林管理が開始されて以降、大正期に一時活性化したものの、第二次伎界大戦

で中断し、戦後は 1960年代あたりから再興したという臆史がある(泊中2007-1，問中2008)。

い換えれば、現従行われている森林のレク管理は 1960年代あたりを機に連綿と続けられ

ているといえる。しかし、そのように歴史を重ねているものの、森林レクという言葉の

義は、現在においてもなお、明確で悶定的なコンセンサスを得ているとは言い難い O むし

ろ、時代の変遷に従って森林レクという言葉が指す意味は、絶えず変化し続けているとい

うほうが適切な誌、識であると言えよう。

この様な状況を鑑みて、田中 (2007-2)は、 1961年から 2001年までに発刊された 5冊の森

林分野の専門辞典におけるレクに関する解釈の記述を比較を試みた。その結果、レクとい

う言葉の概念は、年を経るにつれて広がりを見せ、多様化している事実を明らかにした。

つまり、レクという言葉の解釈は、当初森林との密接度が深い活動に躍られていたのであ

るが、近年は純粋な野外活動とは必ずしもいえない活動まで対象を広げる傾向にあること

が明らかになった。そのため今後は、森林や林業に直接関係する野外活動はもちろんのこ

と、森林との直接的関わりが高いとはいえないレク活動も積極的に範麟に入れ、最適な森

林管理を探求する必要があるとの結論を得た。

本研究辻、上記の結論を受けた上で、専門静典を用いて更なる考察を行うことにした。

つまり、初中 (2007-2)ではレクという直接用語の定義の変遷だけを検討の綾上に乗せて考

察を進めたので、あるが、今関はそれ惑と f辞典に掲載されているレジャー・レク関連用語

般 j の変遷iこ拡張し、より深い考察を試みた。

なま去、 一・般に言葉を定義する方法には、 fこの言葉はこの意味で使うべきという規範的

内容を明らかにする方法 j である「規範的定義 j と、「その言葉が実際にどのような意味

で使われているのかという実態安明らかにする方法j である f事実的定義Jがある。本研

究では後者の f喜多実的定義 jに着目して考察を行っていることを付記しておく O
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2. 方法

-1  に示したとおり、わが閣では森林

専門辞典が 7冊発行されている。本研究では考察に

糞牲を持たせるために、そのうちから編著者・出

版元が同一で、かっページ数ち比較的統一がとれて

おり、さらに 1961年から 20例年の 40年間にわたる

変濯を追うことができる「林業百科事典 (13本林表技

術協会(1961年版)) J、 f新版林業百科事典(日本林

技術協会 (1971年版)) J、 f森林・林業百科事典(お

本林業技術協会 (2001年販))J の 3術に着段した

祭を行うことにした。

考察の方法としては、まずCDlニ記 3紛の編集方針
を整理した上で、次に②各辞典から森林レクに関連 r;t;字イ~lj')f:ク'11鴻林レ畑違期瀦がおこ扱われる専門分野

する熊認を抽出・類型化して比較・考察を行うとい

う手}綴を踏んだ。なお本研究では、「森林レクに

関連する用語 j について f森や樹木と人との関わ

りを表すm語のうち、余暇時間の人摺活動に関係
しうる用語j と定義し、その定義に従い用誌を梯

広く抽出した。

3. 結果・考察

( 1 ) 繕集方針の比較・整理

対象とした 3冊の専門辞典の嬬集方針を比較するため、各辞典が編纂に当たって設定し

た専門分野の比較を1Tった(表 2)。

その結果、抑制年と 1971年版では 12の専門分野、加例年散では I1の専門分野を設けて

いることが分かった o その中で、森林レクに関連する用諮そ主に担当しうる専門分野は「林

政 j、 f林業経営J、 f経営」、 f計爵 j、 f造顕 j、 f環境j の 6分野である。そのうち、「林

業経営 j、 f経営j、 f計調j の 3つはほぼ類似の専門分野である。

ここで特徴的なことは、 f造爵 j が 2001年版では専門分野として設定されなくなり、逆

に f環境 j が新設されたことで、ある。つまり、このことから森林分野において造関空間・

技術等に関する関心が弱くなる反面、環境問題と関連したトピックに関心が向き始めてい

ることが見て取れる。

( 2 ) 関連用語の数・類型

次に、 3般の専門辞典の「和文索引 j を用いて、どのような関連用語が辞典で取りあげ

られているのかを分析した。

その結果、森林レクに関連する用語は、 1961年版で 130語、 1971年版では 97語、 20例年ー

版では 363諾が取りあげられていることが明らかになった。なお、掲載数としては 1971年

版が最も少なく 20例年販が最も多かったが、 1971年販は掲載潟語自体が少ない。そのた

め、金掲載用語数と森林レクに関連する府議との比率を比較してみると、 1961年と 1971

年版ではほi玄関値(1.26%)で、 2001年版で傍以上滑加 (2.91% )したことが明らかになった(表
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- 3 )。

さらに、掲載された用語の意味・内容を

吟味し、 12 のカテゴリーに分類した上で、同事轟~

3僚の辞典すべての和文索引に掲載され

ていた用言語をピックアップすると、わず

か 28諸に過ぎないことが明らかになっ

た。 28語のうちでは、ほぽ 4分の 1ずつ

の比率を占める「環境保全J用語(8語)

と、「自然公菌 j 用語(7語)、「五感・ア

メニティ J用語

( 6語)が突出

していた(表一

4 )。

続いて分類さ

れた 12のカテ
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み増加するや、 1961年版では上位を占めていた f遊関・庭麗 j、 f名所・公題J，こ窮する用語の

掲載が著しく減少したことが明らかになった(表 5 )。最後に、表-5のデータを用いて、

各年ごとにカテゴリー混ぜの機j成比をとりまとめたところ 1961年から 20例年にかけて f

園・庭麗 Jと「名所・公溜 jが大きく務ち込み、 f環境保全Jと「レク jのカテゴリ…が著しく増

加したことが明らかとなった(儲 1~鴎 3 )。

4. まとめ

以上、 1961年から 2001年の関に、森林分野の専門辞典において、レグに関する関連用語

は全般的に精力Bしたものの、その構成を詳細に検討すると、掲載カテゴリーが「遊関・癒
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関 jや「名所・公調 jから「環境保全 j

へと大きくシフトしたことが碗ら

かになった。

その理由としては、編集方針に

より f造欝 Jの専門分野が消えて

f環境 j が新設されたという f慰謝

が大きい O しかし、「造磁 J、「庭

樹 j、「勢定 j、 f都市公園 j などの

用語が 2001年版の辞典でも継続し

て掲載されていることから判断す

ると、 f遊間・底関 j や r~ 所・公関 j

の分野が森林学の対象から完全に

タトされた訳ではない G むしろ対象

ではあるが関心が向けられなくな

ったと見るほうが妥当だろう。

散の中のシステムが多様化した

ため、森林レクに関する関連用語

が森林分野の専門辞典の中で増加

することは必然であろう。ただし、

上記のように関心が向けられなく

なる分野がある事実については留

を払う必要がある。 f造園・露関 NPO・ボラン

あるいは f名所・公園 jというレク

間は現在も厳然として議婆な野外

レク空間であり、森林や樹木はそ

の主婆な構成主要素となっている o

従って、都市からウイノレダネスま

での鰻広い摺土空開における森林

管理をー粛して行うためには、 f造 13% 似

関・娃際 jや f名所・公爵 jと森林学どの関係を再検討することが必要になると考えられる O
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!立、康幸著名以外はすべて f辞典j と表記に続ーした。

~41 




